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Asian Excavated Jew’s Harps: A Checklist (2) - Lamellate Harps (2)













元前 2070 ？～ 1600 ？）から商（紀元前 1600 ？～ 1046 ？）、遅くとも西周（紀元前 1046 ～
771）初期のものと考えられる（方 2008）。
　口琴は、何点発掘されたのか、正確には不明である33が、朝陽市博物館に二点が展示公開
されている (fig.16) 34。「すべて」骨製の薄板状で、うち一点の採寸は、「全長 93mm、広い方の
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トの採寸では、全長 95mm、幅 10 ～ 18mm、




















元前約 2146 ～ 1029 年）」のものであるとする。
コルトヴェイトは、紀元前およそ 2000 ～ 1200
年としており（Kolltveit 2016a,b）、また紀元前
2000 ～ 1400、2200 ～ 1600 などの説も紹介し
ている（Kolltveit 2016年の口頭発表）。幅を大
fig.16　中国遼寧省朝陽市建平県水泉遺跡
出土の口琴。 上から [12][13]。 朝陽市博物
館の展示。 実際の展示状態を撮影した写




fig.17　同上。 下から [12][13]。 朝陽市博物
館の展示状態を、 横方向に近い斜め上から




きくとって紀元前 22 ～ 11 世紀としても、内蒙古自治区赤峰市の出土例 [01] の紀元前 8 ～ 4
世紀をはるかに（少なくとも 200 年、場合によっては 2,000 年近くも）上回る、世界最古の
口琴の二例、ということになる。





























































入っていたのは、A ／ B どちらのタイプの口琴だろうか。湾曲状の B タイプのものであ
るとすれば、かなり小型のものでなければ、収まらないのではないだろうか。収まったと



































　マジートフ Мажитов 1981 によれば、口
琴は、1972 年に、9 ～ 10 世紀のものと推
定される第 6 号墳墓の第 1 墓より発掘され














図。 マジートフ 1981 より
































































































１１．ロシア連邦、カマ川流域 Prikamye, Russia [17 ～ 51]
　[16] 以外にも、同タイプの薄板状の口琴およびその部品と思われる遺物が、オビ川の支
流であるカマ川流域地域から、多数発掘されている54。詳細は、イヴァノーフ、ゴルブコー








流域の広大な地域（地理上はヨーロッパ）の 19 の遺跡で発掘された、金属製 26 点（fig.26）
[17-39, 42, 46, 16]、および骨や角製 9 点（fig.27）[40, 41, 43-45, 47, 48-50]56 の、合計 35 点
の薄板状の口琴が取り上げられている。残欠や、製作途中段階のものも含む。時代は、紀
元前 2 世紀から、紀元後 13 世紀に及ぶ広い幅があり、特に 10 世紀頃の例が多い 57。
　イヴァノーフ、ゴルブコーヴァは、35 点の内、21 点は墓から発見され、内 16 点は明ら
かに（あるいはおそらく）女性、しかも成人の女性だけではなく、少女の墓からも出土
fig.26　カマ川流域地域の青銅 ・ 銅などの金属口琴。


































30　古い順に並べるとすると、この例を 1. にし、昨年の論考の 1. から 6. は、順送りに後

















34　2016 年 4 月、コルトヴェイト Kolltveit との E メールの交換による情報。その後、コ
　　ルトヴェイトは、第十回国際音楽考古大会（註 32）で、この 2 点の口琴についての
　　発表を行った（発表要旨は Kolltveit 2016a）。発表論文集にても近日中に公刊の予定。
35　本稿では、展示されている、存在の明らかな 2 点のみに番号をふり、仮に [12, 13] と
　　するが、註 30 と同様の理由で、本来は [1, 2] とすべきである。
36 　口琴のタイプ分類に関しては、直川 2016 を参照。













































57　ベスクローヴヌィイ Beskrovny 2013 に、イヴァノーフ、ゴルブコーヴァの論文に含
　　まれていない、ペルミ地方のもう 1 点 [51] の情報と写真が掲載されている。
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　The Jew’s harp is an ancient musical instrument distributed all over the world, 
especially on the Eurasian continent. Though not as many as in Europe, a certain number 
of historical Jew’s harps have been excavated in Asia. As the second part of the article, 7) 
the oldest Jew’s harps form Liaoning province, China (22-11th centuries BC.), 8) bamboo 
possibly-container of a Jew’s harp from Shaanxi province, China (6th century BC.), 9) 
unverified example from Korea, 10) bronze(?) plucked Jew’s harp from Bashkortostan (9-
10th centuries), and 11) bronze, copper, bone and horn Jew’s harps (including remaining 
broken parts) from Kama river basin, the easternmost part of Europe (from the 2nd 
century BC. to the13th century AD.) are discussed.
